
 

 

 

 

 

 

 

令 和 初 の S 部 門 虹 輝 祭          

 11月1５日（金）、1６日（土）にS部門の

虹輝祭が開催され、多くの方に作品や舞台発表を

御覧いただきました。舞台発表は特技や個性を生

かした発表が行われました。弁論では自己の将来

に真剣に向き合う生徒の姿が感動を呼んでいま

した。展示作品の各賞の選考は難航しましたが、

キラリと個性が光る作品が選ばれました！ 

さて、今年の虹輝祭では、インターネットを使

った遠隔授業での取組を発表に取り入れました。

15日にはS小学部B学習グループの児童は、

青森県立八戸第一養護学校と光明学園の児童と

遠隔授業を行いました。八戸名物のせんべい汁の

作り方やその歴史についてクイズ形式で楽しく

双方向の授業を行うことができました。１６日の

高等部C学習グループの弁論活動には北特別支

援学校の生徒と、日頃の授業で意見交換等をしな

がら高めた内容を発表しました。 

 

１2月７日（土）はN部門の虹輝祭です。こ

ちらの準備も着々と進んでいます。どうぞお楽し

みにお待ちください。 

本 一色小学校音楽会を鑑賞しました       

１１月８日（金）にＳ小５・６年生が鹿本小、

１１月１５日（金）にN小５・６年生が本一色

小の音楽会に行ってきました。鹿本学園の児童は

二部合唱の美しいハーモニーや金管バンドの迫

力のある演奏に夢中で聞き入っていました。学校

に戻ってから感想を聞いてみると、「太鼓を叩く

スピードがすごかった！」「ラッパの音がきれい

だった！」と本一色小の児童の優れた点をきちん

と指摘していたところが素晴らしいと思いまし

た。お互いの相手の良いところを知り、それを伝

えることができることが、交流学習で一番大切に

したいことだと考えております。 

 

 

 

 

 

 

共 生 社 会 の 実 現 に 向 け て  

 １１月２１日（木）には、N中３年生７名とS

中Ｂ学習グループ３名が特別養護老人ホーム「ア

ゼリー江戸川」に出向いて、社会貢献活動を行っ

てきました。利用者さんからは「待っていたよ！」

と声を掛けられ１年ぶりの交流でしたが、前回の

感動と思い出が蘇ってきたようです。今年のN

中スポーツフェスタで踊った「千本桜」を披露し、

利用者さんにも一緒にその場で身体を動かして

もらいました。また、文部省唱歌「故郷」の合唱

では、一緒に歌い、「涙が止まらない」と述べる

利用者さんがいるなど、心揺さぶる感動的な交流

となりました。故郷の歌詞とメロディーは日本人

の心の中に流れ続けているのですね。今年も一段

と絆を深める活動になりました。 

 また、その前日１１月２０日（水）には上一色

中学校と鹿本学園生が合同で地域清掃活動を行

いました。鹿本学園はクリーン班のN中２年生

１０人、上一色中は生徒会役員の生徒が参加しま

した。双方の学校の生徒がペアを組み、上一色中

を出発！ゴールの鹿本学園を目指して、道すがら

地域のゴミ拾いと挨拶運動を繰り広げました。生

徒たちは、好きなキャラクターや食べ物の話で盛

り上がりながら、和気あいあいの活動になりまし

た。こうした活動がスムーズにできるのも、本一

色小、上一色南小、鹿本小の小学校時代に鹿本学

園との交流学習を積み重ねてきた成果です。だか

らこそ普通に語り合い、共に仕事をすることがで

きるのです。生徒たちは自分たちの活動が人の役

に立つこと、障害があっても地域の一員として貢

献できることを体験し、自信を深めることができ

ました。鹿本学園の卒業生が地域社会を共生社会

へ変える中心的人物として活躍してくれること

を心から期待しています！ 

鹿本学園校長 庄司 伸哉
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Ｓ部門 中学部２年生 移動教室報告   １０月９日（水）～ １０月１１日（金） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ部門 高等部１年生 移動教室報告    １０月２３日（水）～ １０月２５日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちS部門中学部２年は、１０月９日から３日間、国立オリンピック記念青少年総合センターで

移動教室を行いました。みんなが「楽しかった！」という気持ちで帰ってこられたことが、一番良か

ったです。 

“友達とお風呂に入ったこと”“レクリエーションの楽しい時間をみんなで過ごしたこと”“朝起きた

ら、友達や先生がそばにいたこと”など、心に残る思い出をたくさんつくることができました。何人

かの生徒の感想を紹介します。 

○『オリンピックセンターの施設見学をして、歴史がある建物ですごく広くて、びっくりしました。』 

○『目標の１つ目の「なにごともできる限り一人でがんばる（特に風呂）」は、時間のある時はできた

と思う。』 

○『なんだかんだ言って、初の移動教室、楽しかったです。目標は達成できました！（２つとも）』 

（＊この生徒の目標は、「みんなと仲良くなって絆を深めたい」「十分以上に楽しみたい」でした。） 

 中３の修学旅行も、今回に負けないくらい楽しい行事にしていきたいと思います。 

Ｓ部門 中学部２年 移動教室担当 大久保 忠行 

 

「令和初の移動教室！最後まで笑顔で、レッツ エンジョイ！」のスローガンのもと、神奈川県横浜

市に行ってきました。１日目は、横浜中華街へ。本格的な中華ランチを食べたり、横浜博覧館でお土

産を買ったりしました。山下公園では、港や氷川丸を見学したり、未来のバラ園で休憩したりしまし

た。２日目は地下鉄（みなとみらい線）で移動して、横浜ランドマークタワーへ行きました。日本最

高速エレベーターで６９階まで４０秒で到着し、その速さと高さにみんなで驚きました。昼食のホテ

ルでのカレーランチは最高に美味しかったです！午後はオービィ横浜へ行きました。大自然や動物た

ちの世界を全身で体感でき、実際にカピバラやフクロウなどの動物をすぐ近くで見ることもできまし

た。また極寒体験では、マイナス２０度の寒さや強風を体験し、日本の気候について学ぶことができ

ました。３日目は、あいにくの天候ではありましたが、横浜人形の家へ行きました。ミニチュアハウ

スや日本人形、西洋ドールなど、１万３千点以上の人形を最後まで興味深く見学することができまし

た。３日間、全員が無事に参加することができ、学年の仲間との絆をさらに深めることができた移動

教室となりました。 

Ｓ部門 高等部１年 移動教室担当 本多 桂子 

 



 

 

 

N部門 中学部 スポーツフェスタ     １０月２６日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N部門 小学部 運動会          １０月１７日（木）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N部門小学部の第６回運動会は、台風の影響により、１７日に延期されました。日程変更で児童たち

がモチベーションを維持できるか懸念されましたが、平日開催にも関わらず、たくさんの保護者の皆様

や地域の方々が来校され、力強い声援を児童たちに送ってくださいました。児童たちは、大きな声援を

力に変え、一人一人が日々の練習の成果を発揮し、自信に満ちた表情で種目に取り組むことができまし

た。 

１・２年生の物運びでは、ペアの友達を意識して力を合わせて種を運びました。緊張しながらも一生

懸命取り組み、五輪を完成させることができました。３・４年生の民舞では、きれいな花笠や法被に身

を包み、音楽に合わせてポーズを決めることができました。練習の成果をしっかり表せた見ごたえある

演技でした。５・６年生の組体操では、みんなで心を一つにして技を決めることができました。技が決

まったときの達成感、心地よさが伝わってくる素晴らしい演技でした。 

 どの児童も懸命に競技に取り組み素晴らしい発表の場となりました。PTA 役員の皆様、保護者の皆

様、多大なる御理解と御協力、そして多くの御声援をありがとうございました。 

N部門 小学部運動会担当  髙橋 有希 

 

 

 

 ○○ 

Ｎ部門中学部の第６回スポーツフェスタが、鹿本学園の第２グラウンドで実施されました。今回は記

念すべき初のグラウンド開催でした。前日の大雨で開催が危ぶまれましたが、当日は快晴でスポーツフ

ェスタ日和となりました。 

学年競技では、１学年は赤組、白組に分かれて棒・綱・箱の３アイテムを自陣に集めて台車に積み上

げ「重さ」で勝負を決める「仲間と絆を積み上げろ」。２年生は、大玉を二人でパスをつなぎながらゴ

ールに運ぶ「燃えてヒーロー」。３年生は３つの競技をリレー方式で行う「SHIKAMOTO 近代３種競

技」を行い、それぞれの学年の特色を感じられる楽しい種目がスポーツフェスタを盛り上げました。 

 午後は、３年生が「荒馬踊り」と「千本桜」を披露しました。１・２年生や会場の皆さんの掛け声を

いただき、迫力のある踊りを披露することができました。ラストは鹿本音頭。思わず口ずさんでしまう

親しみのあるメロディー。やぐらには生徒たちが作った提灯が飾られ、スポーツフェスタのフィナーレ

として素晴らしい踊りでした。 

ＰＴＡ役員の皆様、保護者の皆様のお陰で無事に成功を収めることができました。多大なる御理解と

御協力、そして応援をありがとうございました。 

N部門 中学部保健体育科  増山 陽介 


